
令和 5 年 8 ⽉ 23 ⽇ 
令和 5 年 8 ⽉ 29 ⽇訂補 

 
国⽴⼤学法⼈における計画・評価を活⽤したマネジメントセミナー 

⼤学評価コンソーシアム 

１．はじめに 
・ 第４期中期⽬標期間においては、毎年の業務実績報告書の提出がなくなるなど、評価担当者

にとってはやや⼤きな改変がありました。 
・ 現在、２年⽬となり、各⼤学では計画の進⾏管理、評価の体制も軌道に乗ってきたと考えら

れることから、他⼤学の計画管理⼿法、評価⼿法を共有することで⾃⼤学の体制の点検の材
料を相互提供する会を計画しました。 

・ 前半は事例報告を⾏い後半は各⼤学における状況について討論（共有）する構成とします。 
 
２．⽇時・会場 
令和 5 年 9 ⽉ 11 ⽇（⽉） 13：00〜16：20 
神⼾⼤学 六甲台第１キャンパス アカデミア館 501 教室［地図 42 番］ 
https://www.kobe-u.ac.jp/guid/access/rokko/rokkodai-dai1.html 
（駅からのアクセス） 
https://www.kobe-u.ac.jp/guid/access/rokko/index.html#station 
 
３．対象 

国⽴⼤学において計画⽴案、計画進⾏管理、評価等を実質的に担当されている⽅（教員、職
員、職位等は問いません。グループ討議である程度、⾃⼤学の状況を他⼤学の⽅に説明ができ
て、他⼤学の⽅向けにコメント等を出せることが望ましいです）。 
 
４．タイムテーブル 
13：00−13：10 趣旨説明 
13：10−13：40 話題提供１ 
「数字で⾒る第３期法⼈評価達成状況報告書〜４年⽬終了時と期末の⽐較〜」 
○ 藤井 都百（九州⼤学 インスティテューショナル・リサーチ室） 

国⽴⼤学第３期中期⽬標期間は、４年⽬終了時と期末の２回、評価を実施し、そのうち教育研
究の状況についての評価では、期末は「４年⽬終了時評価結果を変えうるような顕著な変化」
に該当する部分を評価する制度設計で法⼈評価が実施された。本報告では、２回分の達成状況
報告書とその結果を、公表されている資料を⽤いて分析し、中期計画に対する判定値を中⼼
に、⼤学の⾃⼰点検・評価に対する態度と、評価結果との乖離を整理した。第３期で初めて導
⼊された顕著な変化という概念が、各⼤学でどのように解釈されたかを分析し、評価の実施負
担という狙いがどの程度実現したかを検討する。 



13：40−13：55 話題提供２： 
「中期計画における評価指標の進捗モニタリングと学内共有」 
○ 牧野 茂（静岡⼤学 研究戦略室） 

静岡⼤学の第 4 期中期計画では、「教員⼀⼈当たりの論⽂⽣産数」等、研究に関連する複数
の項⽬に対して数値⽬標を設定している。評価指標の達成度を教職員で共有し、効果的な施策
を展開するための第⼀歩として、本年度より各評価項⽬の進捗率を学内専⽤のウェブサイトで
分かりやすく公表する取り組みを始めたので紹介する。これまで、進捗率の算出⽅法に関する
執⾏部の意⾒交換⾃体が、短期〜中⻑期を⾒据えた研究⼒向上のための施策に対する活発な議
論につながった。今後、進捗度を共有した⼀般の教職員を含め、評価指標の達成さらには研究
⼒向上のための新たな施策の設定を⽬指す。 

 
13：55−14：15 話題提供３： 
「茨城⼤学における内部質保証システムと⼀体化した計画進⾏管理について」 
○嶌⽥ 敏⾏（茨城⼤学 全学教育機構/情報戦略機構/⼤学戦略・IR 室） 

菅⾕ ⽂宏（茨城⼤学 ⼤学戦略・IR 室）  
茨城⼤学においては、内部質保証体制構築時にマネジメント体制の改⾰も⾏い、１）⼤学独

⾃の 10 カ年計画であるアクションプラン、中期⽬標・計画、年度計画と２）認証評価におい
て求められている⽔準を維持、向上させるための取り組みを⼀体化させ、効率的な運⽤を⽬指
している。即ち、⼤学を進めるための計画⽴案、進⾏管理を⾏いつつ、ルーティン的な質の向
上を図るための活動を１つの会議体（内部質保証委員会）で効率的に運営する⼿法を構築し
た。これらの実践事例および課題について参加者と共有したい。 

 
14：15−14：40 話題提供４： 
「第 4 期の国⽴⼤学法⼈評価への対応と第 5 期の中期計画策定のあり⽅について」 
〇⾼⽥ 英⼀（神⼾⼤学 戦略企画室 ⼤学改⾰・評価部⾨） 

現在、第 4 期の国⽴⼤学法⼈評価の実施要項が⽂部科学省から⽰され、⼤学改⾰⽀援・学位
授与機構において、教育研究分野の評価の⽅法が検討されている。各⼤学では、これらの第 4
期の評価の⽅法に対応して、中期計画の進捗管理や資料・データの収集等を⾏う必要がある
が、対応には⼀定の期間を要する。このため、本報告では、早期からの第 4 期の法⼈評価への
対応に資するために、現在明らかになっている実施要項等を基に、対応の⽅向を検討する。 

また、国⽴⼤学法⼈評価は中期計画の達成状況を対象として⾏われ、中期計画の内容に⼤き
な影響を受けるが、中期計画の策定の際に、この点はあまり考慮されていない。第 5 期の中期
計画の策定は、第 4 期中に⾏われるため、早期に対応⽅策を検討する必要がある。このため、
本報告では、法⼈評価の⽅法等を基に、第 5 期の中期計画の策定のあり⽅を検討する。 

 
（14：40−14：50 休憩） 
 
 



14：50−15：50 グループ討議 
・ 提供された話題をもとに⾃⼤学の課題などを他⼤学の⽅と共有しつつ、解決に向けたヒント

を探るための議論をしていただきます。 
・ （原則的に）ファシリテーターは配置されません。 

 
15：50−16：15 全体共有 
・ 各班における議論内容について全体で共有します。 
 
16：15−16：20 アンケート記⼊ 
 
５．参加⽅法 
・ グループ討議時に⾃⼤学の状況を簡潔に説明する A4・１枚程度のペーパーを持参いただく

ことを推奨します。 
・ 令和 5 年 8 ⽉ 23 ⽇（⽔） 13 時より以下の URL からお申し込みください（9 ⽉ 7 ⽇（⽊） 

17 時まで）。 
https://forms.office.com/r/ZgjDPKDCp3 

・ 参加費は無料です。 
 
６．スタッフ 

浅野茂（⼭形⼤）、江端弘樹（福井⼤）、⼤野賢⼀（⿃取⼤）、⼩湊卓夫（九州⼤）、紺⽥広明
（福岡⼤）、嶌⽥敏⾏（茨城⼤）、関隆宏（新潟⼤）、⼟橋慶章（神⼾⼤）、橋本智也（⼤阪公⽴
⼤）、藤井都百（九州⼤）、藤原将⼈（⽴命館アジア太平洋⼤）、鈴⽊拓⼈（筑波技術⼤）、⼭咲博
昭（広島市⽴⼤）、⼭本鉱（九州⼯業⼤） 
 
７．問い合わせ 
acc2023@ml.ibaraki.ac.jp 

［内容に関すること］ 
茨城⼤学 全学教育機構/情報戦略機構/⼤学戦略・IR 室  嶌⽥ 敏⾏ 
［会場に関すること］ 
神⼾⼤学 戦略情報室 ⼟橋 慶章 
 
 
 

 


